

















20 代 28 4.3
30 代 63 11.8
40 代 100 18.7
50 代 117 21.8
60 代 165 30.8




























15 分以内 84 15.7
16-30 分 212 39.6
30 分 -1 時間 203 37.9





0 回 355 66.2
1-5 回 108 20.1
6-10 回 17 3.2






1-5 回 246 45.9
6-10 回 57 10.6






0 回 266 49.6
1-5 回 193 36
6-10 回 30 5.6













性 164 人（30.6％）、女性 335 人（62.5％）となっ
ており、若干女性の方が多くなっている。
　図表２は回答者の年齢をみたものである。60
代（165 人、30.8％）、50 代（117 人、21.8％）、
40 代（100 人、18.7％）の順に多くなっている。
図表 10 で性別との関連をみると、男性は 60 代
以上が多く（108 人、67.5％）、女性は 40 ～ 50
代が多くなっている（171 人、52.0％）。
図表10　性別×世代





























である。最も多かったのが 16 ～ 30 分以内（212
































































































































































































20 代 3 2.7
30 代 1 0.9
40 代 9 8.1
50 代 14 12.6
60 代 52 46.8























15 分以内 8 7.2
16-30 分 52 46.8
31-60 分 42 37.8




0 回 69 62.2
1-5 回 27 24.3
6-10 回 5 4.5





0 回 36 32.4
1-5 回 55 49.5
6-10 回 12 10.8





0 回 58 52.3
1-5 回 39 35.1
6-10 回 5 4.5














その結果、男性が 70 人（63.1％）、女性が 32
人（28.8％）となっており、男性が多い。
　図表 14 は回答者の年齢をみたものである。
60 代（52 人、46.8％）が最も多く、70 代以

































のである。16 ～ 30 分と 31 ～ 60 分以内がもっ
とも多く、あわせて 94 人、84.6％となっている。













































































































































































































































































































































































































































































・英語 Bは PCや ALC を使用するため余計な
手続きが必要となりお手数をおかけしていま
す。
・大学初学年用の講義は全て対象にして、もっ
とアナウンス・宣伝し、聴講者を増やしても
良いように思う。
－ 29 －
Ⅳ　おわりに
　以上、公開講座とオープン・クラス（公開授
業）のアンケート結果をみてきた。そこであら
われてきたいくつかの特徴・問題について述べ
たい。
①　公開講座への参加は女性が多く、公開授業
は逆に男性の方が多い。この点はどのような
解釈が可能だろうか。公開講座の細かいジャ
ンル分けと参加者の性別を比較検討する必要
性があるように思える。
②　オープン・クラスアンケート回答者の世代
が 60 代以上を中心としている点は、若い層
が職業を持つために参加が難しいということ
が背景にあるものと思われる。
③　講座・講義内容の難易度についてみると、
「難解」とする回答が、公開講座で 24.9％、オー
プン・クラスで 18.0％にのぼっている。ただ、
難解さをある程度持つことが大学での生涯学
習の特徴であるとも言えよう。
④　語学講座で個別の要望があった点だが、「夏
休み・冬休み期間」に学習が途切れてしまう
という問題が指摘されている。「次の講座と
のインターバルが長い」。改善方法について
の模索が必要であろう。
⑤　これと同類の問題点として、講座のレベル
設定ということがあげられる。「レベルの高
い人が参加されて難しくなった」「ステップ
アップの講座を希望します」などという声も
あり、ちょうどよいレベルの講座をどう設定
すればよいのか、課題が残る。
⑥　「大学が開講する講座なので、信頼、安心
感がある」「富山大学の印象を高めることに
なる」などの声があった。公開講座開講の意
義を再確認させられるものである。
⑦　ＰＲの課題がある。公開講座、オープン・
クラスとも、約半数が大学からの郵便物、す
なわちＤＭで講座の情報を得ている。他に
もっと効率のよいＰＲ方法はないかどうか、
検討する必要があるのかも知れない。
⑧　「授業料を 5000 円くらいに値下げしてほし
い」「受講料をもう少し安くしてほしい」な
どの声があった。厳しい財政状況の中ではあ
るが、のぞましい受講料設定のあり方を検討
する必要がある。
⑨　「一度オープン・クラス生との意見交換会
を開催してほしい」「講座終了後に、講師の
先生を囲んで、茶話会や懇親会をもうけたら
如何」という声がある。そのような行事の開
催について検討すべきであろう。
⑩　いくつかの課題はあるものの、オープン・
クラスの担当教員からは多くの好評価をいた
だいている。異なる世代の学びが互いに刺激
を与えている側面もあろう。
